
「関門“ノスタルジック”海峡」のこれまでの取組 
 

 「関門“ノスタルジック”海峡」が日本遺産認定以降、下関市と北九州市、民間団体で構成する関門海峡

日本遺産協議会で取り組んできたイベントをいくつかご紹介します。 

 

〔関門“ノスタルジック”海峡青春グラフィティ〕 

日本遺産の認定を記念し、東京をメイン会場に地元の関門地域（門司港と下関市）をインターネット中

継で繋ぎ、映像やゲストとのトークによって歴史的な背景を物語風に紹介し日本遺産「関門“ノスタルジ

ック”海峡」の魅力を全国並びに地元へ発信するイベントを行いました。 

日時： 平成29年11月25日（土）午後2時00分 ～ （イベント時間約100分） 

場所： 【東京会場】アーツ千代田3331 2Ｆ 体育館 

              東京都千代田区外神田6丁目11－14 

【地元会場】下関市 ：カモンワーフ1Ｆ 海側中央広場 

              下関市唐戸町6-1 

            北九州市：門司港 国際友好記念図書館1F（レストラン大連あかしあ） 

                  北九州市門司区東港町1-12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔日本遺産「関門“ノスタルジック”海峡～時の停車場、近代化の記憶」認定１周年記念イベント〕 

日本遺産認定１周年を記念し、シーモール下関を会場に、ＰＲブースの出展やステージイベントを行い

ました。 

日時： 平成30年4月22日（日）午前10：00～16：30 

会場： シーモール下関2階「サンパティオ広場」 

内容： 【PRブース出展】 

       ・構成文化財「長州藩下関前田台場跡」VR（バーチャルリアリティ）コンテンツ紹介と体験 

       ・「関門“ノスタルジック”海峡」特製ガチャ（缶バッチ） 

       ・日本遺産認定記念切手販売  他 

      【ステージイベント】 

    ・構成文化財「バナナの叩き売り」と猿回しのコラボレーションステージ  

       ・日本遺産認定１周年記念切手贈呈式、 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔彦島の日本遺産を巡るバスツアー〕 

小・中学生を対象とし、彦島地区にある日本遺産について説明を聞いた後、普段は見ることができな

い「旧金ノ弦岬灯台」を実際に見学し、その後、三菱重工株式会社下関造船所史料館を見学しながら、同

造船所にある日本遺産のドックについて映像を見ながら解説を受けました。 

日時： 平成30年7月３１日（火）午前９：３０から正午まで 

場所： 彦島公民館集合・解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〔関門海峡キャンドルナイト2019〕 

各施設でそれぞれ工夫を凝らしたキャンドルを灯し、併せて施設ごとに各種イベントが開催しました。 

日時：11月16日（土）、17日（日） 17：30～21：00（会場により異なる） 

場所：下関市唐戸周辺・下関駅周辺、北九州市門司港周辺 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「＃のすたる関門」インスタグラムフォトコンテスト〕 

日本遺産「関門“ノスタルジック”海峡」と関門地域の魅力的な写真を募集したインスタグラムフォトコ

ンテスト。第2回となるフォトコンテスト。２ヶ月間で約1300点もの応募がありました。 

応募期間：令和元年11月1日（金）-12月31日（火） 

対象：   構成文化財や関門海峡沿いのノスタルジックな景観 

応募条件：①インスタグラムの公式アカウント（kanmon.nostalgic）をフォロー 

        ②「#のすたる関門」もしくは「#関門海峡キャンドルナイト」を付けた作品を投稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


